
　

毎
年
8
月
1
日
は
保
険
証
の
更
新
日

で
す
。
新
し
い
保
険
証
は
、
7
月
下
旬

に
、
住
民
票
に
記
載
さ
れ
た
住
所
ま
た

は
あ
ら
か
じ
め
届
け
出
し
て
あ
る
送
付

先
に
郵
送
し
ま
す
。
新
し
い
保
険
証
が

届
い
た
ら
、
住
所
・
氏
名
・
自
己
負
担

割
合
な
ど
の
記
載
内
容
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。
古
い
保
険
証
は
、
8
月
1
日

以
降
に
郵
送
な
ど
で
返
還
す
る
か
、
ご

自
身
で
裁
断
す
る
な
ど
、
処
分
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
保
険
証
は
転
送
不
要
扱
い
で

郵
送
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
虚
偽
の
転

居
届
を
出
し
て
郵
便
物
を
だ
ま
し
取
る

な
ど
の
犯
罪
が
発
生
し
て
い
る
た
め
で

す
。
こ
の
た
め
、
受
取
人
が
郵
便
局
に

転
居
届
を
提
出
し
た
場
合
で
も
転
送
さ

れ
ま
せ
ん
。
住
民
票
に
記
載
さ
れ
た
住

所
以
外
の
場
所
へ
送
付
を
希
望
す
る
場

合
は
、
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

所
得
と
収
入
に
応
じ
て

自
己
負
担
割
合
が
異
な
り
ま
す

　

医
療
費
の
自
己
負
担
割
合
は
、
１
割

負
担（
現
役
並
み
所
得
者
は
３
割
負
担
）

で
す
。

【
自
己
負
担
割
合
が
1
割 

】

〔
所
得
区
分　

一
般
・
低
所
得
者
〕

▽
被
保
険
者
全
員
の
平
成
21
年
度
の
市

民
税
課
税
所
得
が
１
４
５
万
円
未
満

▽
基
準
収
入
額
適
用
申
請
を
し
て
認
定

さ
れ
た
人

【
自
己
負
担
割
合
が
3
割
】

〔
所
得
区
分　

現
役
並
み
所
得
者
〕

▽
平
成
21
年
度
市
民
税
課
税
所
得
が
１

４
５
万
円
以
上
の
被
保
険
者
お
よ
び

同
一
世
帯
の
世
帯
員
で
あ
る
被
保
険

者
基
準
収
入
額
適
用
申
請
に
つ
い
て

　

3
割
負
担
と
判
定
さ
れ
た
場
合
で

も
、
収
入
額
が
下
記
の
基
準
を
満
た
せ

ば
1
割
負
担
と
な
り
ま
す
。

①
同
一
世
帯
に
被
保
険
者
が
2
人
以
上

い
て
、
合
計
収
入
金
額
が
５
２
０
万

円
未
満
の
場
合

②
同
一
世
帯
に
被
保
険
者
が
１
人
の
み

で
、
収
入
額
が
３
８
３
万
円
未
満
の

場
合

③
同
一
世
帯
の
被
保
険
者
と
70
～
74
歳

の
人
と
の
合
計
収
入
額
が
５
２
０
万

円
未
満
の
場
合

そ
の
他

※
所
得
区
分
に
つ
い
て
は
、
1
月
か
ら

7
月
ま
で
は
前
々
年
中
の
所
得
や
収

入
、
8
月
か
ら
12
月
ま
で
は
前
年
中

の
所
得
や
収
入
で
判
定
し
ま
す
。

※
所
得
に
応
じ
て
、
自
己
負
担
割
合
や

自
己
負
担
限
度
額
が
異
な
り
ま
す
の

で
毎
年
所
得
の
申
告
が
必
要
で
す
。

※
8
月
1
日
以
降
で
、
所
得
額
や
世
帯

判
定
対
象
者
の
構
成
に
変
更
が
あ
っ

た
場
合
は
、
随
時
、
一
部
負
担
金
の

見
直
し
を
行
い
、
新
し
い
保
険
証
を

交
付
し
ま
す
。
そ
の
際
は
、
古
い
保

険
証
は
使
用
せ
ず
、
速
や
か
に
市
へ

返
還
し
て
く
だ
さ
い
。

　

保
険
証
と
合
わ
せ
、
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
（
減
額
認
定

証
）
も
更
新
し
ま
す
。
す
で
に
減
額
認

定
証
を
お
持
ち
の
市
民
税
非
課
税
世
帯

の
被
保
険
者
で
、
引
き
続
き
交
付
対
象

と
な
る
人
に
は
、
広
域
連
合
か
ら
7
月

下
旬
に
新
し
い
減
額
認
定
証
が
郵
送
さ

れ
ま
す
。
送
付
方
法
は
、
保
険
証
と
同

様
に
転
送
不
要
扱
い
と
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

入
院
の
際
は
認
定
証
の
申
請
を

　

長
寿
医
療
（
後
期
高
齢
医
療
）
制
度

で
は
、
入
院
時
の
一
部
負
担
金
と
食
事

代
を
減
額
す
る
た
め
の
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
の
交
付
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
入
院
の
時
、

減
額
認
定
証
を
医
療
機
関
に
提
示
す
る

こ
と
で
、
窓
口
で
支
払
う
自
己
負
担
限

度
額
と
入
院
時
の
食
費
・
居
住
費
が
引

き
下
げ
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
世
帯
に

未
申
告
者
が
い
る
と
、
市
民
税
非
課
税

世
帯
に
該
当
し
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
本
年
度
か
ら
、
原
則
と
し
て
、

更
新
の
都
度
、
減
額
認
定
申
請
書
を
提

出
す
る
必
要
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
次

に
該
当
す
る
場
合
は
、
提
出
の
必
要
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
「
適
用
区
分
Ⅱ
」
に
該
当
す
る
人
の

う
ち
、
8
月
以
降
の
申
請
月
以
前
12

カ
月
以
内
の
入
院
日
数
が
91
日
以
上

と
な
る
人
で
、
長
期
入
院
該
当
認
定

を
受
け
よ
う
と
す
る
人

②
今
ま
で
に
減
額
認
定
証
の
交
付
を
受

け
た
こ
と
が
な
い
人
で
、
初
め
て
減

額
認
定
証
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す

る
人

適
用
区
分
と
は

区
分
Ⅰ　

世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税

で
、
そ
の
世
帯
の
各
所
得
が
必
要
経

費
・
控
除
（
年
金
所
得
は
控
除
額
を

80
万
円
と
し
て
計
算
）
を
差
し
引
い

た
時
、
0
円
と
な
る
人

区
分
Ⅱ　

世
帯
員
全
員
が
住
民
税
非
課

税
の
人
（
区
分
Ⅰ
に
該
当
す
る
人
を

除
く
）

長
寿
医
療
（
後
期
高
齢
者
医
療
）
制
度

で
は
、
一
定
の
障
害
が
あ
る
人
は
、
申

請
に
よ
り
65
歳
か
ら
加
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

障
害
認
定
の
要
件
は

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

（
１
）身
体
障
害
者
障
害
程
度
等
級
表
の

1
級
か
ら
3
級
に
該
当
す
る
人

（
２
）同
表
4
級
の
音
声
機
能
、
言
語
機

能
ま
た
は
そ
し
ゃ
く
機
能
の
著
し
い

障
害
に
該
当
す
る
人

（
３
）同
表
4
級
で
、
次
に
該
当
す
る
人

・
下
肢
障
害
の
1
号
（
両
下
肢
の
す
べ

て
の
指
を
欠
く
も
の
）

・
下
肢
障
害
の
3
号
（
１
下
肢
を
下か

た
い腿

の
２
分
の
1
以
上
で
欠
く
も
の
）

・
下
肢
障
害
の
4
号
（
１
下
肢
の
機
能

の
著
し
い
障
害
）

（
４
）精
神
保
健
福
祉
手
帳
1
級
・
2
級
、

愛
護
手
帳
Ａ
に
該
当
す
る
人

（
５
）障
害
年
金
1
・
2
級
の
受
給
者

■
相
談
ま
た
は
申
請
に
必
要
な
も
の

・
障
害
者
手
帳
・
障
害
年
金
証
書
な
ど

（
障
害
の
程
度
を
証
明
す
る
も
の
）

・
印
鑑
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長
寿
医
療（
後
期
高
齢
者
医
療
）制
度

加
入
者
の
皆
さ
ん
へ

保
険
者
証
を

更
新
し
ま
す
。

１

橙色 ●橙色から黄色に
　変わります。黄色

新しい保険証の
特徴は

旧
新●文字が大きくなります。

●健康長寿の象徴である鶴と亀の図柄が入ります。

減
額
認
定
証
を

更
新
し
ま
す
。

２

障
害
認
定
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

３

【申請・問い合わせ先】
長寿医療（後期高齢医療）制度に

関する各種申請先・お問い合わせ

先は、各総合支所市民福祉課窓口

または穂高総合支所内市民課へ

問 482･3131 682･6622


